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令和５年度入学式 
 令和５年４月６日（木）、稲取高校体育館にて、令和５年度静岡県立稲取高等

学校入学式が行われました。森泰博校長より、７１名の入学が許可されました。

その後に、入学生を代表して磯谷龍育さん（13HR、河津中出身）が、入学者宣

誓を行いました。 

令和五年度 入学式 式辞  

 

 校庭の桜も満開の今日の良き日、御来賓として、東伊豆町

長 岩井茂樹様、PTA会長常盤定俊様の御臨席を賜り、令和

五年静岡県立稲取高等学校入学式を挙行できますことに厚く

御礼申し上げます。 

 ただ今、入学を許可いたしました71名の新入生の皆さん、

入学おめでとうございます。教職員、在校生ともども、心よ

り歓迎いたします。また、今日までお子様の成長を見守って

こられた保護者の皆様にも、心よりお祝い申し上げます。 

 稲取高校は、大正８年、稲取村立稲取実業補習学校として

創立され、地域に支えられ、地域と共に歩み、令和元年には

創立百周年を迎えた伝統校であります。 

 さて、稲高生となった皆さんに、２つのことをお願いした

いと思います。まず１つは、「将来の夢や目標を目指して努

力を続けてほしい」ということです。皆さんは、進学した

い、このような職に就きたい、このように人になりたいとい

う夢や目標を持っていますか。まだ、その夢や目標がないと

いう人は今からでも遅くありません。ぜひ考えてみてくださ

い。将来の、夢や目標達成の過程では失敗もあります。でも

その失敗を乗り越えて挑戦してもらいたいです。バスケット

ボールの神様と言われたマイケル・ジョーダンは、「失敗す

ることは耐えられるが、挑戦しないことは耐えられない」と

語っています。常に、将来の夢や目標を目指して努力の道を

邁進してください。 

 ２つは、「他の人に対しての思いやりの心を持って接して

ほしい」ということです。学校生活を送るためには、お互い

が思いやりの気持ちを持って接することは大切だと思ってい

ます。しかし、学校生活の中で心ない一言で相手を傷つけ人

間関係を壊してしまうことがあります。「心は誰にも見えな

いけれど、心遣いは見えます」皆さん 他の人に対しての思

いやりの心を持つ生徒を目指して楽しい学校生活を送ってく

ださい。 

 この２つのお願いは本校の校訓につながるものと私は考え

ます。本校の校訓は３つの漢字で示されています。「誠」

（まこと）これは誠実な心、「愛」（いつくしみ）は他人を

思いやる心、「力」（つとめる）は最後まで諦めずに努力す

る心をさします。これからの授業、部活動等、様々な学校生

活で３つの言葉を胸に刻んで、これからの高校生活を送る中

で、一回りも二回りも成長してくれることを願っています。 

最後になりましたが、保護者の皆様、お子様を３年間お預か

りいたします。精一杯の指導をお約束いたしますが、学校と

御家庭は車の両輪に例えられると思います。 

 学校と家庭が、同じ願いと思いで、力を合わせていくこと

が、お子様の健全な成長のために、欠かせないことを御理解

いただきたく思います。さらに本校の教育活動に御支援、御

協力を賜りますことをお願いして、式辞とさせていただきま

す。 

令和５年４月６日 

静岡県立稲取高等学校長 森 泰博  

稲取高校に入学して  

11HR 名城 世梛（河津町立河津中学校） 

 僕が稲取高校で頑張りたいことは、部活動です。僕の兄は

稲取高校で新体操部に所属していました。そんな兄の姿を見

て、自分もこんなことをしてみたいと思いました。 

 新体操の経験はないですが、活躍できるような選手になれ

るように頑張りたいです。部活動だけではなく、勉強にも力

を入れて文武両道で高校生活を過ごしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

稲取高校に入学して  

12HR 細川 優愛（東伊豆町立熱川中学校） 

 私が稲取高校で一番頑張りたいことは、部活動です。これ

からの３年間をただ勉強するだけで終わらせず、没頭して、

やりたいと思ったのが部活動でした。稲取高校に入学しよう

と思ったのも、稲取高校女子バレー部の雰囲気が好きなの

と、先輩たち、一人ひとりのプレーのすごさに圧倒され、自

分もメンバーの一員となり、成長したいと思ったからです！ 

 私は中学で女子バレー部に所属し、ユースとしてプレーし

ていました。高校では先輩方や顧問の先生方からご指導を受

けながら技術を磨き上げ、技を増やしてチームに貢献できる

ような選手になりたいです。勉強と部活動の両立を目指し

て、日々の練習、生活を頑張っていきたいです！！ 

令和５年度 学年目標 

 

 令和５年度がスタートしました。令和５年度の学年目標とその理由を、学年主任から紹介します。 

１年生学年目標 「○○を整える」 

 学習環境を整える、生活を整える、心を整える。高校生活を充実させるために、一つ一つ、自分を成長させる環

境を整えていきましょう。部活動の決定もその一つだと思います。 

１年学年主任 田力 秋洋  

２年生学年目標 「幹を太くし、空に枝葉を広げよう」 

 1年生の目標は、「大地に大きな根を張ろう」でした。この目標は、基礎の定着と、成長の糧となる栄養をたく

さん吸収してほしいという願いから決めました。2年生では、来年花を咲かせるために「自らの木」を大きく成長

させてほしいという願いから、この目標としました。どんな逆境にもびくともしない太い幹を育て、枝葉を広げて

アンテナを高くし、社会や進路に対する情報を取り込んでいけるようにしてほしいと思います。 

２年学年主任 鳥澤祐一  

３年学年目標 「自立」 

 「自立した大人になる」１人で何でもできる姿を想像するかもしれませんが、そんなスーパーマンにはなかなか

なれません。自分が出来ることを増やしつつ、出来る限りの努力の上で、周りの人と助け合える。そんな大人にな

れるよう、この１年を大事にしてください。  

３年学年主任 伏見 悠磨  

対面式 
 4月10日（月）対面式が行われました。吹奏楽部の演奏で、新入生は温かく

体育館に迎えられました。生徒会長 髙橋怜子さん（下田中出身）の立派な挨

拶、緊張しながらも新しい生活を頑張る決意が示された新入生代表 朝日ひめ

かさん（熱川中出身）の挨拶でした。  

着任式・新任式 

 4月６日（木）着任式、新任式が行われました。尾上副校長先生から、森校長先生の紹介があり着任式が行われまし

た。その後、森校長先生から新任者の紹介があり、新任式が行われました。４月から着任、新任された先生方はこちらで

す。 
 

森 泰博 校長先生、香月 菜穂子 教頭先生（商業）、山田 智子 先生（理科・11HR副担任）、雲野 由起子先生（英

語・22HR担任）、石原 誠也 さん（主事） 

５月の主な予定 

5月１日（月） 朝礼、任命式 

5月９日（火） 生徒総会 

５月10日（水）     PTA総会・後援会 

            ３年ガイダンス 

５月11日（木）     １年人権教育生徒研修 

            （自己探究） 

            ２年内科検診 

５月14日（日）      ３年看護模試 

５月16日（火）～18日（木）  

            1学期中間テスト 

５月20日（土）     ３年公務員模試 

５月25日（木）     ３年内科検診 

５月26日（金）     歯科検診 

５月27日（土）     ３年進研マーク模試 

            第１回実用英語技能検定 

自己探究 

 ４月13日（木）、１年生は、総合的な探究の時間「自己

探究」のオリエンテーションを行いました。１年間の学び

を通して、東伊豆町、稲取について人に伝えることができ

るようになることを目標にしています。  


